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■参考資料６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査の概要】 

 

 
本調査は、空き家等の利用状況、将来の利用・活用方法等についての意向

を確認し、今後の空き家等対策の基礎資料として活用することを目的とする

ものである。 

調査対象者 空き家の実態調査の結果、空き家の可能性が高いと

される建物の所有者 

調査方法 郵送法 

調査期間 平成 28 年 7 月 20 日～8月 5日 

配布数 808 通 

回収数（回収率） 212 通（26.2％） 

 

 

  

 

松原市空き家等の所有意向に関する 

アンケート調査結果 
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集計結果 
 

１．所有者について 

 

問 1-1： 本アンケートはどなたが回答されていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

＜その他＞ 

・姪 

・親戚 

 

 

問 1-2： 所有者のご年齢と性別についてお答えください。（１つ選択） 

 

ア.年齢 

 

 

 

 
 

イ.性別 

 
 

 
 

  

回答数 割合（％）

1 所有者本人 143 67.5%

2 所有者の家族 61 28.8%

3 その他 2 0.9%

0 無効 6 2.8%

212 100.0%合計

回答数 割合（％）

1 10歳代以下 0 0.0%

2 20歳代 0 0.0%

3 30歳代 5 2.4%

4 40歳代 20 9.4%

5 50歳代 29 13.7%

6 60歳代 62 29.2%

7 70歳代 45 21.2%

8 80歳代 30 14.2%

9 90歳代以上 12 5.7%

0 無効 9 4.2%

212 100.0%合計

回答数 割合（％）

1 男性 113 53.3%

2 女性 76 35.8%

0 無効 23 10.8%

212 100.0%合計

所有者本人
67.5%

所有者の家族
28.8%

その他
0.9%

無効
2.8%

本アンケートはどなたが回答されていますか

10歳代以下
0.0%

20歳代

0.0%

30歳代
2.4%

40歳代

9.4%

50歳代
13.7%

60歳代

29.2%
70歳代

21.2%

80歳代
14.2%

90歳代以上
5.7%

無効
4.2%

年齢

男性
53.3%女性

35.8%

無効
10.8%

性別
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２．所有されている建物について 

 

問 2-1： 該当する建物は、現在どのように使用されていますか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

＜その他＞ 

・全部または一部を賃貸中である。（回答数 9，4.2%） 

・自動販売機設置(回答数 1，0.5%) 

・建て替え中(回答数 1，0.5%) 

 
問 2-2： その空き家等は次のどの種類ですか。（１つ選択） 

 
 

 
 

  

7.5%

3.3%

19.8%

1.9%

16.5%

22.2%

0.9%

18.9%

6.6%

2.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

家族または親族等が常時居住している（空き家等ではない）

別宅や別荘として週末や特定の季節などだけ使用している

賃貸用であるが、現在は居住者がいない

売却用であり、売却先が決まっている

売却用であるが、売却先は決まっていない

物置として使用している

除却（撤去・取り壊し）済みである

使用していない

その他

無効

該当する建物は現在どのように使用されていますか

回答数 割合（％）

1 家族または親族等が常時居住している（空き家等ではない） 16 7.5%

2 別宅や別荘として週末や特定の季節などだけ使用している 7 3.3%

3 賃貸用であるが、現在は居住者がいない 42 19.8%

4 売却用であり、売却先が決まっている 4 1.9%

5 売却用であるが、売却先は決まっていない 35 16.5%

6 物置として使用している 47 22.2%

7 除却（撤去・取り壊し）済みである 2 0.9%

8 使用していない 40 18.9%

9 その他 14 6.6%

0 無効 5 2.4%

212合計

37.8%

56.1%

1.5%

0.0%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

戸建て住宅（一軒家）

長屋住宅（２戸１、３戸１などの長屋建て）

集合住宅（アパートなど）

その他

無効

空き家等は次のどの種類ですか

回答数 割合（％）

1 戸建て住宅（一軒家） 74 37.8%

2 長屋住宅（２戸１、３戸１などの長屋建て） 110 56.1%

3 集合住宅（アパートなど） 3 1.5%

4 その他 0 0.0%

0 無効 9 4.6%

196 100.0%合計
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＜その他＞ 

・賃貸入居者の退去（回答数 11，5.6%） 

・親子の同居や介護による転居 

親の介護や親との同居（回答数 5，2.6%） 

子ども等との同居（回答数 4，2.0%） 

・結婚（回答数 1，0.5%） 

・建物の老朽化(回答数 1，0.5%） 

問 2-3： その空き家等は、いつごろ建てたものですか。（１つ選択） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-4： 空き家等になったのは、いつごろですか。（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 
問 2-5： 空き家等となったきっかけは何ですか。（１つ選択） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.1%

11.2%

51.5%

9.7%

1.5%

3.1%

1.5%

0.5%

17.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

昭和20年代以前

昭和30年代

昭和40年代

昭和50年代

昭和60年代

平成元年～9年

平成10年代

平成20年代

無効

その空き家等は、いつごろ建てたものですか
回答数 割合（％）

1 昭和20年代以前 6 3.1%

2 昭和30年代 22 11.2%

3 昭和40年代 101 51.5%

4 昭和50年代 19 9.7%

5 昭和60年代 3 1.5%

6 平成元年～9年 6 3.1%

7 平成10年代 3 1.5%

8 平成20年代 1 0.5%

0 無効 35 17.9%

196 100.0%合計

回答数 割合（％）

1 昭和20年代以前 0 0.0%

2 昭和30年代 0 0.0%

3 昭和40年代 3 1.5%

4 昭和50年代 0 0.0%

5 昭和60年代 2 1.0%

6 平成元年～9年 12 6.1%

7 平成10年代 63 32.1%

8 平成20年代 85 43.4%

0 無効 31 15.8%

196 100.0%合計

0.0%

0.0%

1.5%

0.0%

1.0%

6.1%

32.1%

43.4%

15.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

昭和20年代以前

昭和30年代

昭和40年代

昭和50年代

昭和60年代

平成元年～9年

平成10年代

平成20年代

無効

空き家等になったのは、いつごろですか

24.5%

12.2%

3.1%

30.1%

5.6%

15.3%

9.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

居住者が死亡したため

居住者が病院や福祉施設へ入院・入所したため

転勤などで長期不在のため

ほかの場所に住宅を新築または購入し転居したため

居住者がいない空き家等を相続などで取得したため

その他

無効

空き家等となったきっかけは何ですか

回答数 割合（％）

1 居住者が死亡したため 48 24.5%

2 居住者が病院や福祉施設へ入院・入所したため 24 12.2%

3 転勤などで長期不在のため 6 3.1%

4 ほかの場所に住宅を新築または購入し転居したため 59 30.1%

5 居住者がいない空き家等を相続などで取得したため 11 5.6%

6 その他 30 15.3%

0 無効 18 9.2%

196合計
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＜その他＞ 

・内部が痛んでいる、内部の修繕や改修が必要 

（回答数 11，5.6%） 

・老朽化している、傷んでいる、修繕が必要等 

（回答数 7，3.5%） 

・管理している      （回答数 4，2.0%） 

・その他（トタンぶき、居住者がいる、 

ポストに投函される、掃除していない等） 

＜その他＞ 

・居住者との交渉等(回答数 2，1.0%） 

・除却費がかかる(回答数 1，0.5%） 

・売却、賃貸したいが相続で反対 

(回答数 1，0.5%） 

・カギがない(回答数 1，0.5%） 

・水洗にしてほしい(回答数 1，0.5%） 

問 2-6： その空き家等は現在どのような状態ですか。（複数選択可） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 2-7： 空き家等を所有されていて、困っていることがありますか。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.1%

7.1%

0.0%

6.6%

0.5%

0.0%

10.7%

14.8%

12.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

修繕等を必要としない状態

外壁、瓦などが剥落している

建物が傾いている

草木が繁茂している

不特定の者が浸入できる開口部がある

動物が住みついている

把握していない

その他

無効

その空き家は現在どのような状態ですか

回答数 割合（％）

1 修繕等を必要としない状態 106 54.1%

2 外壁、瓦などが剥落している 14 7.1%

3 建物が傾いている 0 0.0%

4 草木が繁茂している 13 6.6%

5 不特定の者が浸入できる開口部がある 1 0.5%

6 動物が住みついている 0 0.0%

7 把握していない 21 10.7%

8 その他 29 14.8%

0 無効 25 12.8%

209

196

合計

母数（回答者数）

回答数 割合（％）

1 火事や空巣など防犯面が心配 63 32.1%

2 管理費や修繕費用がかかる 31 15.8%

3 荷物の処分 34 17.3%

4 郵便物などの管理 15 7.7%

5 近所からの苦情がある 4 2.0%

6 売却・賃貸したいが誰に相談したら良いか分からない 23 11.7%

7 売却・賃貸したいが買い手・借り手が見つからない 51 26.0%

8 困っていることはない 47 24.0%

9 その他 9 4.6%

0 無効 23 11.7%

300

196

合計

母数（回答者数）

32.1%

15.8%

17.3%

7.7%

2.0%

11.7%

26.0%

24.0%

4.6%

11.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

火事や空巣など防犯面が心配

管理費や修繕費用がかかる

荷物の処分

郵便物などの管理

近所からの苦情がある

売却・賃貸したいが誰に相談したら良いか分からない

売却・賃貸したいが買い手・借り手が見つからない

困っていることはない

その他

無効

空き家等を所有されていて、困っていることがありますか
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３．所有されている空き家等の維持・管理について 

 

問 3-1： 空き家等の維持・管理頻度と管理者はどなたですか。（１つ選択） 

 

＜維持・管理頻度＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜管理者＞ 

 
 

 
 
 
 
 
問 3-2： 空き家等の維持・管理はどのようなことを行っていますか。（複数選択可） 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

週に１～数回

程度
15.3%

月に１～数回

程度
25.5%

年に１～数回

程度
26.0%

数年に１回程度
9.7%

全くしていない
7.1%

無効
16.3%

空き家等の維持・管理頻度

所有者もしくは

家族

64.8%親族

10.7%

近所の人または

知人
2.0%

管理会社や不動

産業者への委託
5.6%

その他
0.0%

無効

18.9%

空き家の管理者

回答数 割合（％）

1 週に１～数回程度 30 15.3%

2 月に１～数回程度 50 25.5%

3 年に１～数回程度 51 26.0%

4 数年に１回程度 19 9.7%

5 全くしていない 14 7.1%

0 無効 32 16.3%

196 100.0%合計

回答数 割合（％）

1 所有者もしくは家族 127 64.8%

2 親族 21 10.7%

3 近所の人または知人 4 2.0%

4 管理会社や不動産業者への委託 11 5.6%

5 その他 0 0.0%

0 無効 37 18.9%

200

196

合計

母数（回答者数）

回答数 割合（％）

1 室内の清掃 53 27.0%

2 空気の入れ替え 100 51.0%

3 周辺の掃除や草刈り 77 39.3%

4 外壁や屋根の塗装・修繕 16 8.2%

5 内装の修繕 7 3.6%

6 全くしていない 44 22.4%

7 その他 7 3.6%

0 無効 20 10.2%

324

196

合計

母数（回答者数）

27.0%

51.0%

39.3%

8.2%

3.6%

22.4%

3.6%

10.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

室内の清掃

空気の入れ替え

周辺の掃除や草刈り

外壁や屋根の塗装・修繕

内装の修繕

全くしていない

その他

無効

空き家等の維持・管理はどのようなことを行っていますか

＜その他＞ 

・目視による状況の点検(回答数 2，1.0%） 

・郵便物の回収(回答数 2，1.0%） 

・不使用家具、衣類等の処分(回答数 1，0.5%） 
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＜その他＞ 

・固定資産税、火災保険料等の負担(回答数 3，1.5%） 

・近隣の道路に自転車放置、車で行きにくい 

(回答数 1，0.5%） 

・湿気が多い(回答数 1，0.5%） 

・汲み取りトイレである(回答数 1，0.5%） 

・相続問題(回答数 1，0.5%） 

＜その他＞ 

・会社の寮に使用（回答数 1，0.5%） 

・家族に相続(回答数 1，0.5%） 

・わからない、保留等(回答数 3，1.5%） 

問 3-3： 空き家等の維持・管理で困っていることはありますか。（複数選択可） 

 

 
 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．所有されている空き家等の今後の活用法について 

 
問 4-1： 将来的に空き家等をどのようにしたいですか。（複数選択可） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

1 建物の老朽化 94 48.0%

2 建物の維持管理に手間がかかる 33 16.8%

3 自宅から遠いところにある 39 19.9%

4 管理をしてくれる人がいない 8 4.1%

5 管理をしてもらうための費用が高い 9 4.6%

6 管理するには体力的に厳しい 18 9.2%

7 特に困っていることはない 52 26.5%

8 その他 9 4.6%

0 無効 26 13.3%

288

196

合計

母数（回答者数）

48.0%

16.8%

19.9%

4.1%

4.6%

9.2%

26.5%

4.6%

13.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

建物の老朽化

建物の維持管理に手間がかかる

自宅から遠いところにある

管理をしてくれる人がいない

管理をしてもらうための費用が高い

管理するには体力的に厳しい

特に困っていることはない

その他

無効

空き家等の維持・管理で困っていることはありますか

回答数 割合（％）

1 将来賃貸物件として運用したい 39 19.9%

2 将来住む予定がある 21 10.7%

3 将来の利用予定はないが維持管理は続けていきたい 27 13.8%

4 将来取り壊して更地にするつもりである 25 12.8%

5 将来土地建物を手放したい・売却するつもりである 91 46.4%

6 何もするつもりはない 14 7.1%

7 その他 7 3.6%

0 無効 20 10.2%

244

196

合計

母数（回答者数）

19.9%

10.7%

13.8%

12.8%

46.4%

7.1%

3.6%

10.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

将来賃貸物件として運用したい

将来住む予定がある

将来の利用予定はないが維持管理は続けていきたい

将来取り壊して更地にするつもりである

将来土地建物を手放したい・売却するつもりである

何もするつもりはない

その他

無効

将来的に空き家等をどのようにしたいですか
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＜その他＞ 

・賃貸は考えていない（回答数 14，7.1%） 

・荷物の整理を助けてもらえること 

（回答数 1，0.5%） 

・道幅がせまい（回答数 1，0.5%） 

問 4-2： 上の問いで＜1. 将来賃貸物件として運用したい＞と選択された方にお聞きしま

す。どのような賃貸方法に関心がありますか。（複数選択可） 

 

 

 
 

 

 

＜その他＞ 

・実際は売却したいが、賃貸でも可（回答数 1，0.5%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4-3： 全員の方にお聞きします。賃貸として運用する場合、どのような条件があります

か。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

1 賃貸住宅 33 84.6%

2 賃貸アパートやマンションなど 5 12.8%

3 民泊 5 12.8%

4 地域やNPOに有効活用してもらう 9 23.1%

5 その他 1 2.6%

0 無効 0 0.0%

53

39

合計

母数（回答者数）

84.6%

12.8%

12.8%

23.1%

2.6%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

賃貸住宅

賃貸アパートやマンションなど

民泊

地域やNPOに有効活用してもらう

その他

無効

どのような賃貸方法に関心がありますか

43.4%

31.1%

33.2%

13.8%

10.2%

9.2%

26.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

賃料収益を得られること

賃貸に関する面倒な手続きや交渉を任せることができること

賃貸として運用するにあたり修繕費用などがかからないこと

自分で利用する際、建物をすぐに返却してもらえること

地域のために有効利用してもらえること

その他

無効

賃貸として運用する場合、どのような条件がありますか

回答数 割合（％）

1 賃料収益を得られること 85 43.4%

2 賃貸に関する面倒な手続きや交渉を任せることができること 61 31.1%

3 賃貸として運用するにあたり修繕費用などがかからないこと 65 33.2%

4 自分で利用する際、建物をすぐに返却してもらえること 27 13.8%

5 地域のために有効利用してもらえること 20 10.2%

6 その他 18 9.2%

0 無効 51 26.0%

327

196

合計

母数（回答者数）
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問 4-4： その空き家等の修繕を行う予定はありますか。（１つ選択） 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
問 4-5： その空き家等の建て替えを行う予定はありますか。（１つ選択） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 4-6： その空き家等の除却（撤去・取り壊し）を行う予定はありますか。（１つ選択） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年内に修繕を

行う予定である
2.6%

２～３年以内に

修繕を行う予定

である
6.1%

当面修繕を行う

予定はない
77.6%

無効
13.8%

空き家の修繕を行う予定はありますか

年内に建て替えを行う

予定である

0.5%

２～３年以内に

建て替えを行う

予定である

2.6%

当面建て替えを

行う予定はない
83.2%

無効
13.8%

空き家等の建て替えを行う予定はありますか

回答数 割合（％）

1 年内に建て替えを行う予定である 1 0.5%

2 ２～３年以内に建て替えを行う予定である 5 2.6%

3 当面建て替えを行う予定はない 163 83.2%

0 無効 27 13.8%

196 100.0%合計

回答数 割合（％）

1 年内に修繕を行う予定である 5 2.6%

2 ２～３年以内に修繕を行う予定である 12 6.1%

3 当面修繕を行う予定はない 152 77.6%

0 無効 27 13.8%

196 100.0%合計

年内に除却を行う

予定である
1.0%

２～３年以内に

除却を行う予定

である
5.6%

当面除却を行う

予定はない
79.6%

無効
13.8%

空き家等の除却を行う予定はありますか回答数 割合（％）

1 年内に除却を行う予定である 2 1.0%

2 ２～３年以内に除却を行う予定である 11 5.6%

3 当面除却を行う予定はない 156 79.6%

0 無効 27 13.8%

196 100.0%合計
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＜その他＞ 

・売却は考えていない（回答数 10，5.1%） 

・相続関連の問題（回答数 3，1.5%） 

・その時の情勢による（回答数 1，0.5%） 

・税金を払わずに済むなら（回答数 1，0.5%） 

問 4-7： 空き家等を売却する場合、どのような条件がありますか。（複数選択可） 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4-8： 空き家等を除却（撤去・取り壊し）することに、抵抗がありますか。（１つ選択） 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合（％）

1 金額が折り合うこと 116 59.2%

2 売却に関する面倒な手続きや交渉を任せることができること 61 31.1%

3 近所の人や地域の人に購入してもらえること 13 6.6%

4 地域のために有効活用してもらえること 14 7.1%

5 その他 18 9.2%

0 無効 45 23.0%

267

196

合計

母数（回答者数）

59.2%

31.1%

6.6%

7.1%

9.2%

23.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

金額が折り合うこと

売却に関する面倒な手続きや交渉を任せることができること

近所の人や地域の人に購入してもらえること

地域のために有効活用してもらえること

その他

無効

空き家等を売却する場合、どのような条件がありますか

回答数 割合（％）

1 抵抗がある 95 48.5%

2 抵抗がない 78 39.8%

0 無効 23 11.7%

196 100.0%合計

抵抗がある
48.5%抵抗がない

39.8%

無効
11.7%

空き家等を除却することに抵抗がありますか
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＜その他＞ 

・利用している、利用・売却等の予定がある 

（回答数 4，4.2%） 

・長屋や集合住宅の一部（回答数 4，4.2%） 

・所有者が理解していない（回答数 3，3.2%） 

・購入費用が高額であったため 

＜その他＞ 

・除却を行うために必要な 

相続を進めるための支援（回答数 1，0.5%） 

・売却先の業者を紹介して欲しい 

（回答数 1，0.5%） 

・売却中である、除却を望んでいない 

（回答数 3，1.5%） 

・その他（回答数 1，0.5%） 

・特になし、今のところは特になし 

問 4-9： 上の問いで、＜1. 抵抗がある＞と選択された方にお聞きします。空き家等を除却

することに抵抗がある理由は何ですか。（複数選択可） 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 4-10： 空き家等の対策について、どのようなご要望がありますか。（複数選択可） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答数 割合（％）

1 手続きなどが面倒である 13 13.7%

2 住んでいた土地や建物に愛着がある 20 21.1%

3 除却したいが、更地にすると固定資産税が上がるため 32 33.7%

4 除却したいが、解体費用がかかる 36 37.9%

5 売却先などが見つからない 21 22.1%

6 土地や建物の権利関係が複雑で対応が困難 8 8.4%

7 処分する必要性を感じない 27 28.4%

8 その他 14 14.7%

0 無効 5 5.3%

176

95

合計

母数（回答者数）

13.7%

21.1%

33.7%

37.9%

22.1%

8.4%

28.4%

14.7%

5.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

手続きなどが面倒である

住んでいた土地や建物に愛着がある

除却したいが、更地にすると固定資産税が上がるため

除却したいが、解体費用がかかる

売却先などが見つからない

土地や建物の権利関係が複雑で対応が困難

処分する必要性を感じない

その他

無効

空き家等を除却することに抵抗がある理由は何ですか

25.0%

9.9%

21.2%

10.4%

38.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

具体的な情報提供や相談ができる窓口を設置して欲しい

空き家等の除却などを行う業者を紹介して欲しい

除却や修繕等に関する補助制度を利用したい

その他

無効

空き家等の対策について、どのようなご要望がありますか

回答数 割合（％）

1 具体的な情報提供や相談ができる窓口を設置して欲しい 53 25.0%

2 空き家等の除却などを行う業者を紹介して欲しい 21 9.9%

3 除却や修繕等に関する補助制度を利用したい 45 21.2%

4 その他 22 10.4%

0 無効 82 38.7%

223

212

合計

母数（回答者数）
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５．「空家等対策の推進に関する特別措置法」について 

 

問 5-1： 同封の資料にある「空家等対策の推進に関する特別措置法」についてどの程度ご

存知でしたか。（１つ選択） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

よく理解している
4.2%

ある程度理

解している
24.5%

名前だけは

知っている
28.8%

全く知らない
35.4%

無効
7.1%

「空家等対策の推進に関する特別措置法」に

ついてどの程度ご存知でしたか

回答数 割合（％）

1 よく理解している 9 4.2%

2 ある程度理解している 52 24.5%

3 名前だけは知っている 61 28.8%

4 全く知らない 75 35.4%

0 無効 15 7.1%

212 100.0%合計
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■参考資料７ 
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■参考資料８ 
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■参考資料９ 
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■参考資料10 

悪影響の範囲

　歩行者の通行量が多い道路に影響（通学路等）　２
　隣接地に広範囲に影響（下記以外）　２
　敷地境界隣接地を越えて影響（臭気、音）　２
　景観保全に影響（ただし③の状態のみ）　２

　普通の通行量の道路に影響　１
　隣接地に影響　１

Ｂ

イ　建築物の著しい傾斜 □ □ 倒壊等 50

（イ）基礎及び土台 □ □ 倒壊等 50

（ロ）柱、はり、筋かい、柱とはりの接合等 □ □ 倒壊等 50

（イ）屋根ふき材、ひさし又は軒 □ □ 脱落、飛散 40

（ロ）外壁 □ □ 脱落、飛散 40

（ハ）看板、給湯設備、屋上水槽等 □ □ 脱落、飛散 40

（二）屋根階段又はバルコニー □ □ 脱落、飛散 40

（ホ）門又は塀 □ □ 倒壊、脱落、飛散 40

２．擁壁が老朽化し危険となるおそれがある。 □ □ 倒壊等 40

　 合計 0

・吹付け石綿等が飛散し暴露する可能性が高い状況である。 □ □ 有害物質飛散 50

□ □ 臭気 30

・排水等の流出による臭気の発生があり、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。 □ □ 臭気 30

□ □ 臭気 30

□ □ 動物等侵入 30

　 合計 0

□ □ 景観 25

□ □ 景観 25

□ □ 景観 25

・屋根、外壁等が、汚物や落書き等で外見上大きく傷んだり汚れたまま放置されている。 □ □ 景観 25

・多数の窓ガラスが割れたまま放置されている。 □ □ 景観 25

・看板が原型を留めず本来の用をなさない程度まで、破損、汚損したまま放置されている。 □ □ 景観 25

・立木等が建築物の全面を覆う程度まで繁茂している。 □ □ 景観 25

・敷地内にごみ等が散乱、山積したまま放置されている。 □ □ 景観 25

　 合計 0

□ □ 倒壊、脱落、飛散 30

・立木の枝等が近隣の道路等にはみ出し、歩行者等の通行を妨げている。 □ □ 越境 25

・動物の鳴き声その他の音が頻繁に発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。 □ □ 音 30

□ □ 臭気 30

・敷地外に動物の毛又は羽毛が大量に飛散し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。 □ □ 動物の毛等飛散 25

・多数のねずみ、はえ、蚊、のみ等が発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。 □ □ 動物等侵入 30

□ □ 動物等侵入 30

□ □ 害虫等侵入 30

□ □ 住民不安 30

□ □ 落雪 － － － －

・周辺の道路、家屋の敷地等に土砂等が大量に流出している。 □ □ 流出 50

合計 0

合　計

Ａ×Ｂ×Ｃ

③
悪影響の程度

１．建築物が著しく保安上危険となるおそれがある。

①　そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

④
危険等の切迫性

①
認められる状
態の有無

②
予見される悪影響の範囲内に
周辺の建築物や通行人等が存
在し、又は通行し得て被害を受
ける状況になるか否か

周辺に影響を与える
事項 悪影響の度合い

Ａ

切迫性が高い　　　2
切迫性が高くない　1

Ｃ

特定空家等に対する措置を講ずるか否かの判定表

※下記判定表で得点を計上し、合計が１００点以上を特定空家等とする。

・門扉が施錠されていない、窓ガラスが割れている等不特定の者が容易に侵入できる状態で放置されている。

・屋根の雪止めの破損など不適切な管理により、空き家からの落雪が発生し、歩行者等の通行を妨げている。

・景観法に基づき景観計画を策定している場合において、当該景観計画に定める建築物又は工作物の形態意匠等の
制限に著しく適合しない状態となっている。

・景観法に基づき都市計画に景観地区を定めている場合において、当該都市計画に定める建築物の形態意匠等の制
限に著しく適合しない、又は条例で定める工作物の形態意匠等の制限等に著しく適合しない状態となっている。

（１）建築物が著しく倒壊等するおそれがある

（２）屋根、外壁等が脱落、飛散等するおそれがある。

ロ　建築物の構造耐力上主要な部分の損傷等

（３） 建築物等の不適切な管理等が原因で、以下の状態にある。

（１） 立木が原因で、以下の状態にある。

（２）その他、以下のような状態にあり、周囲の景観と著しく不調和な状態である。

③　適切な管理がおこなわれていないことにより著しく景観を損なっている状態

（１）適切な管理が行われていない結果、既存の景観のルールに著しく適合しない状態となっている。

・地域で定められた景観保全に係るルールに著しく適合しない状態となっている。

・立木の腐朽、倒壊、枝折れ等が生じ、近隣の道路や家屋の敷地等に枝等が大量に散らばっている。

・動物のふん尿その他の汚物の放置により臭気が発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。

・住みついた動物が周辺の土地・家屋に侵入し、地域住民の生活環境に悪影響を及ぼすおそれがある。

・シロアリが大量に発生し、近隣の家屋に飛来し、地域住民の生活環境に悪影響を及ぼすおそれがある。

④ その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

（２） 空家等に住みついた動物等が原因で、以下の状態にある。

・ごみ等の放置、不法投棄により、多数のねずみ、はえ、蚊等が発生し、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。

・ごみ等の放置、不法投棄による臭気の発生があり、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。

・浄化槽等の放置、破損等による汚物の流出、臭気の発生があり、地域住民の日常生活に支障を及ぼしている。

（１）建築物又は設備等の破損等が原因で、以下の状態にある。

②　そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態

（２）ごみ等の放置、不法投棄が原因で、以下の状態になる。


